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2025年11月10日 

各  位 

本社所在地 東京都墨田区横網 1-10-5  

KOKUGIKAN FRONT BUILDING  3 階  

会社名 堀田丸正株式会社 

代表者 代表取締役社長          上 杉 隼 土 

(コード番号  8105  東証スタンダード) 

問合せ先 

 

管理部長           矢 部 和 秀 

 (TEL 03-6824-9481) 

 

営業外費用、特別損失（減損損失）の計上及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、2026年３月期第２四半期（2025年４月１日～2025年9月30日）において、営業外費用及び特

別損失（減損損失）の計上を行うとともに、2025年５月15日に公表いたしました2026年3月期の通期連

結業績予想を修正することといたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記  
１．営業外費用の計上 

当社は、2026 年３月期第２四半期（2025 年４月１日～2025 年 9 月 30 日）において、営業外費用に

支払手数料として 30 百万円を計上いたしました。これは主として、2025 年 8 月 4 日に公表いたしまし

た「親会社、その他の関係会社、主要株主及び主要株主である筆頭株主の異動」に記載のとおり、親会

社であった RIZAP グループ（株）が、Bakkt Opco Holdings,LLC へ株式を譲渡したことに伴い、新規

事業への資金調達の検討や臨時株主総会の開催などにむけた費用等を計上いたしました。  
 
２．特別損失（減損損失）の計上 
 当社は、2026 年３月期第２四半期（2025 年４月１日～2025 年 9 月 30 日）において、当社が保有す

る一部固定資産について、収益性の低下が見られたため「固定資産の減損に係る会計基準」に基づいて

将来の回収可能性を検討した結果、減損損失として特別損失に 42 百万円を計上いたしました。 
減損損失の内訳は、建物附属設備４百万円、器具及び備品 15 百万円、土地８百万円、除去費用資産５

百万円及び長期前払費用８百万円となります。 
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３．通期連結業績予想の修正 
（１）2026 年３月期通期連結業績予想数値の修正(2025 年４月１日～2026 年３月 31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

3,600 

百万円 

2 

百万円 

40 

百万円 

30 

円 銭 

0.53 

今回修正予想(B) 3,200 △200 △190 △230 △4.09 

増減額 (B‐A) △400 △202 △230 △260  

増減率  (％) △11.1 ― ― ―  

(ご参考)前期実績 

(2025 年 3 月期) 
3,098 △355 △300 △407 △7.24 

 
（2）修正理由 

2026 年３月期（2025 年４月１日～2026 年 3 月 31 日）連結業績予想について、2026 年３月期第

２四半期（2025 年４月１日～2025 年 9 月 30 日）の状況を踏まえて通期連結予想の修正をいたしま

した。 
売上高は、百貨店との取引拡大によってきもの事業の売上は伸びたものの、マテリアル事業及びフ

ァッション事業において気候変動の進行による季節商材の売上不振の影響等を受け、第２四半期累計

で売上高 1,452 百万円（前年同期比▲5.1％）となります。第３四半期以降も百貨店との取引拡大な

どの伸長する要素はあるものの季節要因に大きく左右され厳しい状況が予測されるため、大幅な改善

は見込めないことから通期において前回発表予想を下回る見込みです。 
利益面につきましても、売上高の減少に加え、価格高騰に起因した市場全体での在庫過多の影響に

よる粗利率改善の遅れや、百貨店取引拡大に伴う販売費、物流コストの値上げ影響による経費の増加、

営業外費用および特別損失（固定資産の減損損失）の計上の影響により、第２四半期累計で営業損失

193 百万円（前年同期は営業損失 186 百万円）、経常損失 188 百万円（前年同期は経常損失 158 百万

円）、親会社に帰属する中間純損失 240 百万円（前年同期は親会社に帰属する中間純損失 163 百万円）

となる見込みです。第３四半期以降に売上高の大幅な改善が見込めないことに加え、臨時株主総会の

開催費用などの負担などもあり、通期において利益改善が見込めないことから前回発表予想を下回る

見込みとなりましたので、通期の連結業績予想を修正いたします。 
また、通期の連結業績予想に関しましては、2025年8月4日に公表いたしました「親会社、その他の

関係会社、主要株主及び主要株主である筆頭株主の異動」による当社株式の譲渡に伴い、2025年11
月11日開催予定の臨時株主総会において定款の一部変更が承認された後に、新経営体制のもと新規

事業（暗号資産事業）への取り組みを行う予定です。 
新規事業の影響については現在精査中であり、今回の業績修正数値には新規事業の影響を織り込ん

でおりません。今後、公表すべき事象が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 
  

以 上 


